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－2－（広報くにみ5月号）

　

平
成
８
年
の
着
工
以
来
、
８

年
の
歳
月
を
か
け
て
行
な
わ
れ

て
き
た
、
小
坂
地
区
ほ
場
整
備

事
業
。

　

高
齢
化
の
進
む
農
業
従
事
者

を
見
据
え
、
生
産
基
盤
の
整
備

と
担
い
手
農
家
の
育
成
を
目
的

に
、
１
０
２
・
８
�
の
事
業
面

積
に
よ
り
、
県
営
事
業
と
し
て

行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

非
農
用
地
の
設
定
に
よ
り
、

６
・
１
�
の
住
宅
団
地
用
地
、

３
、
３
５
８
�
の
集
会
施
設
用

地
を
確
保
、
地
域
農
業
、
農
村

の
活
性
化
と
福
祉
の
向
上
に
期

待
が
寄
せ
ら
れ
ま
す
。

　

平
成　

年
春
、
待
望
の
完
成

１６

を
迎
え
ま
し
た
。

　

４
月
５
日
、
真
新
し
い
「
小

坂
農
村
総
合
管
理
セ
ン
タ
ー
」

に
お
い
て
、
地
元
町
内
会
、
県

関
係
、
土
地
改
良
区
な
ど
関
係

者
約
１
０
０
名
が
出
席
し
竣
功

式
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

式
で
冨
永
町
長
は
「
念
願
の

中
央
集
会
所
、
小
坂
地
区
が
最

後
と
な
っ
た
が
立
派
に
完
成
し

ま
し
た
。」と
式
辞
を
述
べ
ま
し

た
。
熊
田
県
北
農
林
事
務
所
長
、

佐
藤
忠
美
町
議
会
議
長
の
祝
辞

を
受
け
ま
し
た
。

盛
大
に
竣
功
式

小
坂
の
未
来
を
拓
く

 小
坂
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拓
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小
坂
地
区
の
農
地
は
、
山
間

部
に
広
が
る
扇
状
地
で
あ
る
た

め
、
特
に
水
田
は
畦
畔
部
が
大

き
く
、
農
地
の
有
効
利
用
が
図

れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
ま
た
農
道
、

水
路
も
未
整
備
で
あ
り
、
生
産

効
率
も
上
が
ら
な
い
現
状
に
あ

り
ま
し
た
。

　
「
県
営
担
い
手
育
成
基
盤
整

備
事
業
」
と
し
て
、
平
成
８
年

　

月
に
着
工
、総
面
積
１
０
２
・

１１８
�
、
受
益
面
積　

・
８
�
、

８０

関
係
農
家
（
受
益
者
）
３
０
６

名
の
皆
さ
ん
の
協
力
を
得
て
、

総
事
業
費　

億
円
の
面
工
事
が

１０

行
な
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
標
準
区
画
面
積

は　

�
と
な
り
、
現
在
、　

�

３６

３６

の
水
田
を
担
い
手
農
家
が
請
け

負
っ
て
お
り
、
そ
の
う
ち　

�
２４

が
水
田
直
播
栽
培
に
よ
り
耕
作

さ
れ
て
お
り
、
今
後
よ
り
一
層

の
集
積
化
・
省
力
化
に
期
待
が

寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
事
業
が
進
め
ら
れ
る
中

で
、
受
益
者
全
員
に
よ
る
共
同

減
歩
方
式
に
よ
り「
非
農
用
地
」

が
設
定
さ
れ
、
集
会
所
用
地
と

併
せ
、
農
家
の
次
男
・
三
男
の

定
住
に
配
慮
し
た
住
宅
用
地
の

開
発
が
予
定
さ
れ
て
お
り
、
人

口
増
に
よ
る
小
坂
地
区
の
活
性

化
を
目
指
し
ま
す
。

　

住
宅
用
地
は
６
・
１
�
、　
８１

区
画
の
整
備
を
予
定
し
て
い
ま

す
。

　

地
区
の
核
と
な
る
施
設
が
小

坂
農
村
総
合
管
理
セ
ン
タ
ー
。

　

研
修
室
、
集
会
室
、
季
節
保

育
所
が
開
設
さ
れ
る
多
目
的
ホ

ー
ル
な
ど
、
建
築
面
積
６
６
５

�
の
施
設
で
す
。
こ
の
完
成
に

よ
り
、
町
内
５
地
区
で
中
央
集

会
所
が
設
置
さ
れ
た
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　

４
月
９
日
、
小
坂
季
節
保
育

所
の
開
所
式
が
行
な
わ
れ
、　
２９

名
（
男　

、
女　

）
の
園
児
た

１８

１１

ち
を
迎
え
、
新
し
い
施
設
で
の

保
育
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

ほ

場

整

備

事

業
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－4－（広報くにみ5月号）

第7回・第8回 
　

伊
達
７
町
が
合
併
す
る
た
め
に
必
要
な
合
併
協
定
項
目
に
つ
い
て
、
合
併
協
議
会
で
の
議
論
が

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

４
月　

日
梁
川
町
開
催
の
第
７
回
合
併
協
議
会
で
は
、
国
民
健
康
保
険
事
業
の
取
扱
い
、
新
市

１５

建
設
計
画
、
消
防
団
、
消
防
防
災
関
連
事
業
、
姉
妹
都
市
・
国
際
交
流
事
業
、
納
税
関
係
事
業
、

建
設
関
係
事
業
に
つ
い
て
協
議
さ
れ
、
そ
の
方
針
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
５
月　

日
保
原
町
開
催
の
第
８
回
合
併
協
議
会
で
は
、
交
通
安
全
・
防
犯
関
係
事
業
、

１３

戸
籍
・
住
民
基
本
台
帳
事
務
、
障
害
者
福
祉
事
業
、
高
齢
者
福
祉
事
業
、
児
童
福
祉
事
業
、
学
校

教
育
事
業
、
社
会
教
育
事
業
に
つ
い
て
協
議
さ
れ
、
一
部
を
除
き
そ
の
方
針
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

主
な
確
認
事
項
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◆
国
民
健
康
保
険
事
業
の
取
扱

い
に
つ
い
て
（
第
５
回
か
ら

の
継
続
審
議
）

　

納
期
は
８
期
制
と
し
、
税
率

に
つ
い
て
は
、
合
併
年
度
は
そ

れ
ぞ
れ
の
町
の
例
に
よ
る
も
の

と
し
、
次
年
度
以
降
に
つ
い
て

は
新
市
に
お
い
て
調
整
す
る
。

◆
消
防
団
の
取
扱
い
に
つ
い
て

　

消
防
団
組
織
は
、
旧
町
単
位

で
「
方
面
隊
（
仮
称
）」
と
し
て

現
行
の
と
お
り
存
続
し
、
統
括

組
織
と
し
て「
本
団（
仮
称
）」を

設
け
る
。
本
団
及
び
方
面
隊
の

組
織
機
構
は
、
合
併
後
に
県
内

の
近
隣
自
治
体
の
例
を
参
考
に

再
編
す
る
。

　

消
防
団
員
は
新
市
に
引
き
継

ぐ
。
定
員
・
定
年
に
つ
い
て
は
、

合
併
後
新
市
に
お
い
て
調
整
し

一
定
の
基
準
を
設
け
る
。

◆
姉
妹
都
市
・
国
際
交
流
事
業

に
つ
い
て

　

国
際
交
流
、
姉
妹
・
友
好
都

市
交
流
、
地
域
交
流
に
つ
い
て

は
、
現
行
の
と
お
り
新
市
に
引

き
継
ぐ
。

◆
納
税
関
係
事
業
に
つ
い
て

　

納
税
等
の
口
座
振
替
は
現
行

の
通
り
新
市
に
引
き
継
ぐ
。

　

納
税
貯
蓄
組
合
は
新
市
に
引

き
継
ぐ
。

◆
建
設
関
係
事
業
に
つ
い
て

　

町
道
は
現
行
の
と
お
り
新
市

に
引
き
継
ぎ
、
市
道
の
認
定
基

準
は
新
市
に
お
い
て
再
編
す
る
。

　

道
路
除
雪
は
積
雪
の
目
安
を

　

�
以
上
と
し
、
現
行
の
除
雪

１５路
線
を
減
少
さ
せ
る
こ
と
な
く

地
域
性
を
考
慮
し
た
除
雪
体
制

と
す
る
。

　

都
市
計
画
区
域
は
現
行
の
と

お
り
新
市
に
引
き
継
ぎ
、
都
市

計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
は
新
市

に
お
い
て
策
定
す
る
。

　

公
営
住
宅
は
現
行
の
と
お
り

新
市
に
引
き
継
ぎ
、
使
用
料
は

現
行
の
と
お
り
と
す
る
。

　

新
市
将
来
構
想
（
概
要
版
）

が
配
付
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の

冊
子
は
新
市
に
お
け
る
地
域
の

ビ
ジ
ョ
ン
や
施
策
の
方
針
な
ど

を
盛
り
込
み
、
合
併
後　

年
間

１０

の
ま
ち
づ
く
り
の
計
画
で
あ
る

新
市
建
設
計
画
の
ベ
ー
ス
と
な

る
も
の
で
す
。

　

こ
の
内
容
に
つ
い
て
、
提
言

や
ご
意
見
を
お
寄
せ
下
さ
い
。

◆
伊
達
７
町
合
併
協
議
会事

務
局

�
５
８
１
―
０
１
０
８

第
７
回
協
議
会
の
内
容



－5－ （広報くにみ5月号）

第
８
回
協
議
会
の
内
容

◆
戸
籍
・
住
民
基
本
台
帳
事
務

に
つ
い
て

　

窓
口
業
務
に
つ
い
て
は
、
住

民
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
を
招
か
な

い
よ
う
調
整
し
、
実
施
す
る
。

　

戸
籍
及
び
住
民
票
等
関
係
の

手
数
料
に
つ
い
て
は
、
合
併
時

に
統
一
す
る
。

◆
障
害
者
福
祉
事
業
に
つ
い
て

　

身
体
障
害
者
、
知
的
障
害
者
、

障
害
児
の
支
援
費
制
度
は
、
現

行
の
と
お
り
新
市
に
引
き
継
ぐ
。

◆
高
齢
者
福
祉
事
業
に
つ
い
て

　

在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、

現
行
の
と
お
り
新
市
に
引
き
継

ぎ
、
合
併
後
２
年
を
目
途
に
再

編
す
る
。

　

敬
老
会
は
、
実
施
主
体
の
違

い
が
あ
る
の
で
、
合
併
後
２
年

を
目
途
に
再
編
す
る
。

◆
児
童
福
祉
事
業
に
つ
い
て

　

児
童
館
事
業
は
、
現
行
の
と

お
り
新
市
に
引
き
継
ぐ
。

　

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
は
、
合

併
後
速
や
か
に
事
業
内
容
を
統

一
し
、
利
用
料
に
つ
い
て
は
預

か
り
保
育
と
の
均
衡
を
図
り
適

正
な
額
を
定
め
る
。

◆
学
校
教
育
事
業
に
つ
い
て

（
継
続
審
議
）

　

こ
の
協
議
に
つ
い
て
は
、
学

校
統
廃
合
を
協
定
項
目
に
盛
り

込
む
か
ど
う
か
を
含
め
て
検
討

す
る
た
め
、
継
続
協
議
と
な
り

ま
し
た
。

◆
社
会
教
育
事
業
に
つ
い
て

（
行
事
・
事
業
関
係
）

・
成
人
式
に
つ
い
て
は
、
合
併

後
初
回
の
成
人
式
ま
で
に
具

体
的
な
開
催
方
法
等
に
つ
い

て
検
討
す
る
。

・
生
涯
学
習
事
業
・
講
座
及
び

各
種
ス
ポ
ー
ツ
大
会
・
教
室

等
に
つ
い
て
は
、
現
行
の
と

お
り
新
市
に
引
き
継
ぎ
、
合

併
後
に
調
整
す
る
。

・
地
域
性
や
特
色
を
生
か
し
た

事
業
に
つ
い
て
は
、
現
行
の

ま
ま
新
市
に
引
き
継
ぐ
。

新新新新新新新新新新新 市市市市市市市市市市市 ののののののののののの 名名名名名名名名名名名 称称称称称称称称称称称

多数のご応募
ありがとうございました。

詳しい応募状況は「合併協議会
だより第６号」をご覧下さい。

ぼ
く
た
ち
、わ
た
し
た
ち
の
山 

　

５
月
７
日
、
大
木
戸
小
学
校

で
は
恒
例
の
あ
つ
か
し
ク
リ
ー

ン
ハ
イ
ク
を
行
な
い
ま
し
た
。

　

雨
で
連
休
後
の
実
施
と
な
り

ま
し
た
が
、
さ
わ
や
か
な
風
を

受
け
な
が
ら
児
童
た
ち
は
一
路

山
頂
へ
向
か
い
ま
す
。

　

山
頂
で
お
弁
当
を
食
べ
、
楽

し
く
過
ご
し
た
あ
と
は
、
児
童

た
ち
そ
れ
ぞ
れ
ゴ
ミ
袋
と
軍
手

を
取
り
出
し
、
最
大
の
目
的
で

あ
る
ゴ
ミ
拾
い
で
す
。

　

近
年
、
あ
つ
か
し
山
周
辺
の

ゴ
ミ
は
少
な
く
な
っ
て
き
て
は

お
り
ま
す
が
、
あ
つ
か
し
山
は

町
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
と
同
時

に
、
山
裾
に
位

置
す
る
大
木
戸

小
の
児
童
に
と

っ
て
は
、
毎
日

の
成
長
を
見
つ

め
て
く
れ
る
山

で
す
。

　

ぼ
く
た
ち
、

わ
た
し
た
ち
の

山
を
き
れ
い
に

と
、
吸
殻
や
空

き
缶
な
ど
、
捨

て
ら
れ
た
ゴ
ミ

を
拾
い
集
め
ま

し
た
。　

　

大
木
戸
小
で
は
、
４
年
生
の

総
合
学
習
で
「
レ
ッ
ツ
ゴ
ー
！

わ
れ
わ
れ
は
大
木
戸
環
境
調
査

隊
」
を
テ
ー
マ
に
ゴ
ミ
問
題
な

ど
環
境
問
題
に
つ
い
て
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

　

こ
こ
に
児
童
か
ら
寄
せ
ら
れ

た
感
想
を
掲
載
し
ま
す
。

　

あ
つ
か
し
ハ
イ
ク
・
ク
リ

ー
ン
作
戦
で
は
、
ゴ
ミ
が
た

く
さ
ん
捨
て
て
あ
り
ま
し
た
。

私
は
少
し
し
か
見
つ
け
ら
れ

ま
せ
ん
で
し
た
。
で
も
、
た

く
さ
ん
ゴ
ミ
を
拾
っ
て
袋
に

ぱ
ん
ぱ
ん
に
な
っ
て
入
り
き

れ
な
い
ほ
ど
の
友
達
も
い
ま

し
た
。
か
な
り
大
き
い
ゴ
ミ

も
あ
っ
た
の
で
、
び
っ
く
り

し
ま
し
た
。
見
逃
し
た
ゴ
ミ

も
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
け

ど
、
た
ば
こ
や
空
き
か
ん
が

特
に
多
く
感
じ
ま
し
た
。

　

だ
け
ど
み
ん
な
で
ゴ
ミ
を

拾
っ
て
と
っ
て
も
気
持
ち
よ

く
な
っ
て
、
よ
か
っ
た
と
思

い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
き
れ
い
に
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

４
年　

笠
松　

栞



－6－（広報くにみ5月号）

　

今
年
度
の
国
土
調
査
は
、
小

坂
地
区
の
う
ち
ほ
場
整
備
地
区

な
ど
を
除
い
た
０
・　

平
方
�

６４

を
実
施
し
ま
す
。

　

こ
の
調
査
は
、
現
地
を
一
筆

毎
に
調
査
・
測
量
す
る
こ
と
に

よ
り
、
所
有
者
や
地
目
、
面
積

及
び
境
界
な
ど
を
明
確
に
す
る

も
の
で
す
。
現
在
使
用
さ
れ
て

い
る
登
記
簿
や
字
限
図
は
、
明

治
初
め
に
作
成
さ
れ
た
も
の
を

基
本
と
し
て
い
る
た
め
、
実
際

の
土
地
の
状
況
と
合
わ
な
く
な

っ
て
き
て
い
ま
す
。
こ
の
調
査

に
よ
り
土
地
登
記
簿
や
字
限
図

が
実
際
の
土
地
に
即
し
た
正
確

な
も
の
と
な
り
、
皆
さ
ん
の
権

利
の
保
護
や
新
し
い
ま
ち
づ
く

り
に
、
ま
た
災
害
時
の
復
旧
な

ど
に
役
立
つ
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

国
見
町
の
国
土
調
査
は
、
昭

和　

年
度
か
ら
行
わ
れ
、
平
成

６２

　

年
度
ま
で
の
調
査
面
積
は

１５
　

・　

平
方
�
で
、
登
記
完
了

２５

４４

面
積
は　

・　

平
方
�
と
な
り

２２

０８

ま
す
。

　

調
査
で
は
地
権
者
の
方
の
立

会
い
を
も
と
に
、
地
区
の
国
土

調
査
推
進
委
員

の
協
力
を
い
た

だ
き
実
施
し
ま

す
。
そ
の
後
測

量
調
査
に
よ
り

翌
年
度
に
は
地

籍
図
・
地
籍
簿

を
作
成
し
、
皆

さ
ん
に
閲
覧
い

た
だ
き
承
認
を

受
け
ま
す
。
国

県
の
認
証
を
受

け
た
後
、
登
記

手
続
き
を
進
め

る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

大字小坂　北町裏、木八丁、ミツヤ、カニ坂、古内、上前田、
八斗蒔、柿木下、北畠、板橋

大字泉田　源女、石渡、八島、寺ノ前、北ノ内、足洗、立町、
川端、初量、塚田、大切、畔田、石田後、畔田前、
石田前、沢端、馬場前、堰下、道下、川下、下千
苅田、上千苅田

大字鳥取　宿ノ淀、中ノ町、猿角田、深田、杉ノ入、大門、
西ノ内、葮原、中島、皀莢沢、西堂、柿木下、深
山、宮ノ脇、高瀬前道下、高瀬前、高瀬

大字内谷　西脇、大橋、五斗蒔、柿木堰、蟹沢、舘前、舘、
小山崎、西前、西

大字徳江　久保田

調査予定字名　　　　網かけは字の一部の実施です。

平
成　

年
度

１６

　

国
土
調
査
推
進
委
員

（
敬
称
略
）

◎
山
田
秋
男　
　

○
阿
部
啓
平

佐
藤　

政
一　
　

小
坂　

精
一

安
藤　
　

進　
　

野
村　

和
夫

佐
藤　

榮
壽　
　

若
林　

清
一

鴨
田　

恭
一　
　

熊
坂　

文
夫

�
原　

良
一　
　

瀬
戸　

新
藏

佐
藤　

秀
雄　
　

一
条　

善
助

安
藤　

信
晴　
　

鴨
田　

重
義

朽
木　

欣
也　
　

渡
辺　

末
一

佐
藤　

喜
明　
　

佐
藤　

光
雄

遠
藤　

仁
志　
　

紺
野　

英
生

渡
辺　

昭
一　
　

佐
藤　

洋
一

高
橋　

昭
一　
　

高
野
伊
勢
男

熊
坂　
　

正　
　

赤
坂　

亘
祥

菅
野　
　

正　
　

笹
木　
　

弘

　
　
　
　

◎
会
長　

○
副
会
長

★
問
い
合
わ
せ

企
画
財
政
課

国
土
調
査
グ
ル
ー
プ

�
５
８
５
―
２
９
６
７

境界確認の時に打ち込ん
だ杭などは、絶対に抜か
ないでください。測量が
できなくなったり、誤っ
た登記の原因になります。
また、再度確認の立会い
などをしていただくこと
になります。

おおおおおおおおおおおおおおおおお 願願願願願願願願願願願願願願願願願 いいいいいいいいいいいいいいいいい

平
成　

年
度

１６調
査
予
定
地
区

今
年
度
は
小
坂
地
区
 



－7－ （広報くにみ5月号）

●長時間の保温はＮＯ！ 

ごはんを長時間保温すると
電気を使うだけでなくおい
しさも半減してしまいます。
ごはんは食べる分だけ炊き
ましょう。 

●ホウキを使おう 

掃除機の使用を減らして、
ホウキで掃除をしませんか。
茶ガラをまいてからホウキ
で掃除するとホコリもたち
にくくなります。また、掃
除機は小まめにフィルター
の掃除をしましょう。 

●待機電力を減らそう　 

電化製品はスイッチを消してもコンセ
ントを差しっぱなしにしているだけで
電力を消費しています。また、携帯電
話の充電が終わっても充電器を差しっ
ぱなしにしていませんか。使わないと
きはコンセントを抜くようにしましょう。 

●お風呂の残り湯は大活躍  

お風呂の残り湯は、洗濯、
庭木の水やり、洗車などに
利用できます。 

●歯磨きするときは 

　水道を止める 
歯磨きはコップの水で十分！
水道の水を１分間流しっぱ
なしにすると約１２リットル
もの水が流れてしまいます。
歯磨きはコップにくんだ水
を使って節水しましょう。 

地球温暖化のような
世界的な問題から身近なごみ
問題にいたるまで、環境問題は、
私たちの日常生活から社会全体の
活動のあり方にまで深くかかわっています。
６月は「環境月間」です。環境のことを考えて、
私たち一人一人のライフスタイルを見直してみませんか。

●６月は「環境月間」です
　１９７２年６月５日にストック

ホルムで開催された「国連人間

環境会議」を記念し、会議の初

日であった６月５日を国連が

「世界環境デー」と定めました。

　日本では、環境保全について

の国民の関心と理解を深める

とともに、環境保全に関する活

動を行う意欲を高めることを

目的として、「環境基本法」に

より６月５日を「環境の日」と

定めています。また、６月の１

か月間を「環境月間」と設定し

ています。

●身近なことから実践しよう
　環境問題は、私たち一人一

人に課せられた身近な問題で

す。環境問題を解決していく

ためには、毎日の暮らしのな

かで私たちが環境に配慮した

行動を心がけ、実践すること

が大切です。

　例えば、地球温暖化の原因

となっている二酸化炭素の排

出や資源の無駄使いなどを抑

えるために、エネルギーの使

い方を見直してみるなど。環

境を守るために、身近ででき

ることを始めませんか。

　「環境月間」の主要行事のひとつ、
「エコライフ・フェア」が６月５日・
６日に代々木公園ケヤキ並木（東京
都）で行われます。「エコライフ・
フェア」は、参加・体験することを
通じて環境にやさしい暮らし方と
社会づくりを楽しみながら理解で
きる環境展です。
　「環境月間」である６月は、全国
各地で環境に対する理解と関心を
深めるためのさまざまな行事が開
催されます。皆さんも身近なイベン
トに参加してみませんか。

６月は全国で環境を考える
ためのさまざまなイベントが

行われます



－8－（広報くにみ5月号）

　

元
国
見
町
議
会
議
員
、
吉
田

久
男
さ
ん
（
町
東
）
が
旭
日
双

光
章
を
受
章
し
、
５
月
６
日
知

事
公
館
に
て
勲
章
と
勲
記
の
伝

達
を
受
け
、　

日
皇
居
に
て
天

１１

皇
陛
下
の
拝
謁
を
受
け
ま
し
た
。

　

吉
田
さ
ん
は
昭
和　

年
、
国

５０

見
町
議
会
議
員
に
初
当
選
以
来
、

７
期　

年
の
長
き
に
わ
た
り
在

２８

職
さ
れ
、
町
政
発
展
に
尽
力
さ

れ
ま
し
た
。
こ
の
間
平
成
７
年

か
ら
は
４
年
間
議
長
と
し
て
、

議
会
の
円
滑
な
運
営
に
努
め
ら

れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
産
業
、
建
設
水
道
、

総
務
常
任
委
員
長
、
議
会
運
営

委
員
長
の
要
職
を
歴
任
、
町
の

生
活
基
盤
の
整
備
、
教
育
、
文

化
、
福
祉
の
向
上
に
多
大
な
貢

献
を
さ
れ
ま
し
た
。

　

吉
田
さ
ん
は
「
大
変
あ
り
が

た
い
。
諸
先
輩
や
友
人
、
そ
し

て
何
よ
り
も
町
民
の
皆
さ
ん
の

お
陰
」
と
謙
遜
さ
れ
な
が
ら
話

し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

旭
日
双
光
章
に
輝
く
 

旭
日
双
光
章
に
輝
く
 

　

４
月　

日
、
町
献
血
推
進
協

２８

議
会
総
会
が
開
催
さ
れ
、
こ
れ

ま
で
献
血
に
ご
協
力
い
た
だ
い

た
方
々
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

表
彰
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
敬
称
略
）

【
個
人
】

（　

回
以
上
）
佐
久
間
ツ
ヤ
子

５０
（　

回
以
上
）
安
達
は
つ
子
、
齋

３０藤
雅
敬

（　

回
以
上
）
大
関
正
子
、
高
橋

１０敏
夫
、
大
貫
芳
男
、
片
平
信
貴
、

佐
藤
一
昭
、
蓬
田
茂
、
菅
野
修
、

渡
辺
一
仁
、
遠
藤
良
重
、
高
橋

和
枝
、
星
正
広
、
高
橋
サ
チ
子
、

松
浦
元
治

【
事
業
所
】

公
立
藤
田
総
合
病
院
、
�
福
梁

製
作
所
、
�
東
京
エ
ン
ゼ
ル
本

社
福
島
工
場

　

介
護
者
慰
労
金
贈
呈
式
が
４

月　

日
行
な
わ
れ
、　

名
の

２８

３５

方
々
へ
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。
重

度
の
介
護
が
必
要
な
方
々
を
、

自
宅
で
お
世
話
す
る
家
族
の
労

を
ね
ぎ
ら
い
、
支
援
す
る
た
め

に
開
催
さ
れ
た
も
の
で
、
冨
永

町
長
か
ら
励
ま
し
の
言
葉
と
慰

労
金
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
在
宅
で
介
護
を
受
け

て
い
る
方
を
支
援
す
る
た
め
の

「
介
護
見
舞
金
」
は
、
民
生
児

童
委
員
の
方
を
通
じ
、
３
２
６

名
の
方
に
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

４
月
は
町
内
会
長
さ
ん
を
始

め
各
種
団
体
の
総
会
が
行
な
わ

れ
ま
し
た
。
役
員
改
選
に
よ
り
、

下
記
の
皆
様
に
新
た
に
役
員
と

し
て
ご
活
躍
い
た
だ
く
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。

　

役
員
の
皆
さ
ん
に
は
そ
れ
ぞ

れ
の
分
野
に
お
い
て
、
町
と
の

連
絡
調
整
を
始
め
、
町
民
の
皆

さ
ん
と
の
パ
イ
プ
役
と
し
て
、

重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
。

各
種
団
体
で
総
会
開
催

１
年
間
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

各
種
団
体
の
会
長
・
副
会
長

（
敬
称
略
）

○
町
内
会
長
連
絡
協
議
会

会　

長　

齋
藤　

喜
助
（
町　

東
）

副
会
長　

宍
戸　

文
平
（
第　

１
）

○
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会

会　

長　

八
島
新
太
郎
（
山
崎
北
）

副
会
長　

佐
藤　

光
康
（
川　

内
）

○
生
活
環
境
推
進
員
協
議
会

会　

長　

高
橋　

芳
男
（
本　

町
）

副
会
長　

井
砂　

善
榮
（
北　

部
）

○
健
康
推
進
員
協
議
会

会　

長　

佐
藤　

和
子
（
板　

橋
）

副
会
長　

大
泉　
　

光
（
大　

坂
）

副
会
長　

菊
地
カ
ネ
ヨ
（
第　
　

）
１１

○
統
計
調
査
員
協
議
会

会　

長　

仲
野
周
一
郎
（
泉
田
中
）

副
会
長　

武
田　
　

孟
（
第　

３
）
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内
谷
春
日
神
社
例
大
祭
は
４

月　

、　

日
に
行
な
わ
れ
、
町

１７

１８

指
定
民
俗
無
形
文
化
財
に
指
定

さ
れ
て
い
る
太
々
神
楽
が
奉
納

さ
れ
ま
し
た
。
神
楽
殿
に
お
い

て
内
谷
太
々
神
楽
保
存
会
（
片

平
達
男
会
長
）
に
よ
る
十
一
座

が
上
演
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
も
小
坂
小
、
県
北
中
の

児
童
生
徒
が
参
加
し
、「
神
招
の

舞
」
な
ど
十
座
を
披
露
、
太
鼓

や
拍
子
も
分
担
し
、
大
き
な
原

動
力
と
な
り
ま
し
た
。
子
供
た

ち
は
毎
週
土
曜
日
の
定
期
練
習

の
外
に
春
休
み
返
上
で
毎
日
練

習
に
励
み
、
立
派
に
神
楽
の
奉

納
を
し
ま
し
た
。

　

太
々
神
楽
は
明

治　

年
、
三
春
地

１５
方
よ
り
伝
わ
っ
た

と
い
わ
れ
、
戦
後

一
時
途
絶
え
た
も

の
の
、「
内
谷
太
々

神
楽
保
存
会
」
が

結
成
さ
れ
、
古
老

を
訪
ね
て
は
舞
の

所
作
、
太
鼓
や
笛

の
調
子
を
習
っ
て

の
復
活
で
し
た
。

　

現
在　

歳
を
筆

８１

頭
に　

名
の
楽
人

１３

部
員
が
保
存
に
努

め
て
お
り
、
若
い

力
へ
の
伝
承
を
続

け
て
い
ま
す
。

　

例
大
祭
で
は
、
８
年
ぶ
り
と

な
る
神
輿
が
繰
り
出
し
ま
し
た
。

　

初
夏
を
思
わ
せ
る
好
天
の
中
、

８
人
の
担
ぎ
手
に
よ
り
地
区
内

を
練
り
歩
き
、
山
あ
い
の
内
谷

地
区
に
、
威
勢
の
い
い
声
が
響

き
渡
り
ま
し
た
。

太
々
神
楽
奉
納

太
々
神
楽
奉
納 

伝
承
に
若
い
力
―
内
谷
春
日
神
社
例
大
祭

伝
承
に
若
い
力
―
内
谷
春
日
神
社
例
大
祭 

伝
承
に
若
い
力
―
内
谷
春
日
神
社
例
大
祭 
太
々
神
楽
奉
納

太
々
神
楽
奉
納 
太
々
神
楽
奉
納 

�
自
転
車
街
頭
指
導

　

４
月　

日
、
藤
田
駅
前
と
県

１２

北
中
に
お
い
て
、
自
転
車
利
用

者
の
交
通
ル
ー
ル
遵
守
と
マ
ナ

ー
向
上
の
た
め
、
街
頭
指
導
が

行
な
わ
れ
ま
し
た
。

　

無
灯
火
運
転
や
信
号
無
視
な

ど
し
な
い
よ
う
、
チ
ラ
シ
を
配

付
し
な
が
ら
訴
え
ま
し
た
。

�
親
子
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　

４
月　

日
、
北
部
日
本
自
動

１１

車
学
校
（
伊
達
町
）
で
、
新
１

年
生
に
交
通
ル
ー
ル
を
学
ん
で

も
ら
お
う
と
、
交
通
安
全
親
子

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

国
見
町
か
ら
は　

名
の
新
１

２０

年
生
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

４
月
６
日
か
ら　

日
ま
で
の　

日
間
、
平
成　

年
・
春
の

１５

１０

１６

全
国
交
通
安
全
運
動
が
展
開
さ
れ
、「
ま
だ
い
け
る　

ま
だ
大

丈
夫
は　

も
う
危
険
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
子
ど
も
と
高
齢

者
の
交
通
事
故
防
止
を
訴
え
ま
し
た
。

提供：鈴木俊博さん（宮町南）



－10－（広報くにみ5月号）

　昨年度、クマ４頭捕獲など、大活躍した有害
鳥獣捕獲隊。今年度も農作物への被害を防ぐた
め出動しています。捕獲隊の皆さんはオレンジ
の帽子・ベストを着用し、早朝から活動するこ
ともあります。捕獲隊の皆さん、今年度もよろ
しくお願いします。（写真：有害鳥獣対策協議
会会長と有害鳥獣捕獲隊の皆さん）

��������	
�

4
月
の

4
月
の

4
月
の

　第３回全日本短剣道大会団体試合
において、全国制覇を果たした菅井
和宏さん（徳江北：錬士６段）が、
このほど冨永町長を訪ね、優勝の報
告をしました。菅井さんは大将とし
て出場、団体戦優勝の大きな原動力
となりました。

��������	


　１５年度から駅前周辺整備が進められています。
今春までに山崎・小原踏切から駅前までの道路
と駐輪場の整備が終わり、きれいに生まれ変わ
りました。今年度は駅前から小坂踏切までの道
路と広場整備を行なう予定です。 ���������	
���

　福島信用金庫から、福祉に役立てて
欲しいと寄附が届けられました。地域
の皆さんに支えられていますと、例年
多額の寄附をいただいています。
　吾妻哲夫理事長から、冨永町長へ手
渡されました。

�������



－11－ （広報くにみ5月号）

保健だより 保健だより 
保健福祉課　保健グループ 1（585）2783 

hoken@town.kunimi.fukushima.jp
保健福祉課　保健グループ 1（585）2783 

hoken@town.kunimi.fukushima.jp

＊＊＊　　ニコニコ相談会　　＊＊＊
会　　　場受　付　時　間実　施　日該　　　当　　　児

観月台文化センター
第１和室

午前９時３０分～午前１０時３０分７月１日（木）国見町在住の乳幼児及びその保護者

【実施内容】☆身体計測、栄養相談、子育て相談等について保健師、栄養士がお待ちしております。
《持参するもの》☆母子健康手帳を忘れずに！

＊＊＊　　乳 児 健 診 　＊＊＊
会　　　場受　付　時　間実　施　日該　　　当　　　児

観月台文化センター
第１和室

午後１時３０分～午後２時７月２９日（木）
・３か月児（平成１６年３月生まれ）
・９か月児（平成１５年９月生まれ）

【健診内容】☆医師の指導、身長・体重測定、調乳、離乳、予防接種などについて
《持参するもの》☆母子健康手帳を忘れずに！

「いつまでも 
　すてきな笑顔と 
　　　　かがやく歯」 

「いつまでも 
　すてきな笑顔と 
　　　　かがやく歯」 

　平均寿命８０歳という生涯をより健康な状態で送
るために、厚生労働省では“８０歳で２０本の歯を残
そう”という「８０２０（ハチマルニイマル）運動」
を行っています。 
　歯をなくすということは、食べる楽しみが減るだけでなく、脳へ
の影響や表情の喪失といった障害が出るなど、生活の質の低下につ
ながります。今現在の生活はもちろん、年をとってからも生き生き
とした生活を送るためには、早いうちからの歯と口の中のケアを行
うことが大切です。 

いのちを救う　愛の献血にご協力を!!
6月3日（木）は国見町の献血の日です。 

【 ２ 号 車 】【 １ 号 車 】

受付時間場　所受付時間場　所

９：００～１１：３０八巻石材工業㈱　国見工場前９：００～１１：３０国見町役場前

１２：００～１３：００㈱大岩機器工業所　国見事業所前１２：００～１３：００㈱大岩機器工業所　国見事業所前

１４：３０～１５：４５㈱ 福 梁 製 作 所 前１４：３０～１７：００一心堂薬店前

１６：００～１７：００㈱ 清 水 製 作 所 前

※成分献血は、検査を含め約１時間かかります。ご協力くださる方は、あらかじめご連絡ください。

＊＊＊　　ポリオ集団予防接種　　＊＊＊
会　　　場受　付　時　間対　象　乳　幼　児実　施　日

観月台文化センター
大研修室

午後１時３０分～午後２時
実施日に満３カ月から９０月未満までの
１回もしくは２回未投与の乳幼児

平成１６年６月１５日（火）

平成１６年６月２１日（月）

※注意すること…６週間以上の間隔で２回投与します。
《持参するもの》☆ポリオの予防接種予診票を記入し、母子健康手帳と一緒にお持ちください。
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６
月
１
日
〜　

日
ま
で
は

１０

「
電
波
利
用
保
護
旬
間
」

で
す
。

放
送
大
学　

学
生
募
集

　

放
送
大
学
で
は
、
平
成

　

年
度
第
２
学
期
学
部
生
、

１６大
学
院
修
士
科
目
生
及
び

平
成　

年
度
大
学
院
修
士

１７

全
科
生
の
学
生
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

　

放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
・

ラ
ジ
オ
を
通
し
て
授
業
を

行
な
う
正
規
の
大
学
で
す
。

入
学
試
験
は
な
く
、　

歳
１５

以
上
（
大
学
院
修
士
科
目

生
は　

歳
以
上
）
な
ら
誰

１８

で
も
入
学
で
き
ま
す
。

▼
募
集
期
間
…
▽
大
学
・

大
学
院
修
士
科
目
生　

６

月　

日（
火
）〜
８
月　

日

１５

３１

（
火
）▽
大
学
院
修
士
全
科

生
…
９
月
１
日（
水
）〜
９

月　

日（
火
）

１４
◆
資
料
請
求
・
問
い
合
わ

せ放
送
大
学
福
島
学
習
セ
ン

タ
ー

�
０
２
４
―
９
２
１
―
７

４
７
１

�
０
２
４
―
９
２
１
―
７

８
１
４

　

目
に
見
え
な
く
て
も
、

不
法
電
波
は
私
た
ち
の
暮

ら
し
や
社
会
の
迷
惑
で
す
。

よ
り
よ
い
電
波
環
境
が
豊

か
な
情
報
社
会
を
支
え
ま

す
。

　

電
波
は
み
ん
な
の
も
の

だ
か
ら
、
ル
ー
ル
を
守
っ

て
正
し
く
使
い
ま
し
ょ
う
。

　

電
波
の
混
信
・
妨
害
に

つ
い
て
の
お
問
い
合
わ
せ

は
、
総
務
省
東
北
総
合
通

信
局
監
視
課
へ

�
０
２
２
―
２
２
１
―
０

６
４
１

　県内において風しんの流行が認められる状況にあります
ので、早めに接種しましょう。
１．風しんってどんな病気？
　風しんウイルスに感染し１４～２１日の潜伏期を経て、発熱
とともに全身に発疹がでます。症状がはっきり出ない場合
もあります。まれに、脳炎を合併することがあります。

２．妊婦がかかると…
　妊娠初期に感染すると、赤ちゃんに白内障、心臓の病気、
難聴（先天性風しん症候群）等の症状がみられることがあ
ります。
　現在、３９歳までの女性のうち風しんに対する免疫（抵抗
性）を持たない方は、全国で３５０万人いると推計されていま
す。

３．予防のために予防接種を
　お子さんについては、１歳～７歳半までが定期接種として
町発行の予診票を使って指定医療機関で無料で受けられま
す。接種は１回だけの皮下接種です。
　また、今後妊娠の予定がある方で、過去に風しんの感染歴、
あるいは予防接種を受けたことがない方については、先天性
風しん症候群の予防のため、妊娠の２ヶ月前までに、積極的
に接種を受けることが望まれます。（自己負担）
　ただし、現在妊娠していることが明らかな場合には、予防
接種を受けてはいけません。産科の先生とよくご相談してく
ださい。

　◆問い合わせ
　　保健福祉課保健グループ　�５８５―２７８３

風風風風風風風風風風ししししししししししんんんんんんんんんんのののののののののの予予予予予予予予予予防防防防防防防防防防接接接接接接接接接接種種種種種種種種種種をををををををををを受受受受受受受受受受けけけけけけけけけけままままままままままししししししししししょょょょょょょょょょうううううううううう風しんの予防接種を受けましょう

　

総
務
省
及
び
経
済
産
業

省
で
は
６
月
１
日
、
事
業

所
・
企
業
統
計
調
査
、
商

業
統
計
調
査
及
び
サ
ー
ビ

ス
業
基
本
調
査
を
１
枚
の

調
査
票
で
同
時
に
行
な
い

ま
す
。
全
国
の
民
営
の
事

業
所
が
す
べ
て
対
象
に
な

り
ま
す
。

　

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

◆
問
い
合
わ
せ

企
画
財
政
課
企
画
財
政
グ

ル
ー
プ

�
５
８
５
―
２
９
２
７

統
計
調
査
に
ご
協
力
を
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人口と世帯 

６月の心配ごと相談 

男　5,238人（－６） 
女　5,655人（±０） 

４日�　熊坂　文夫さん 
　　　　佐久間モトさん 
15日�　三瓶　　茂さん 
　　　　佐藤　正子さん 
25日�　小坂　精一さん 
　　　　吉田　ウメさん 
�場所　役場（２階）相談室 
�時間　午前９時～正午 

平成16年４月１日現在 

人口 10,893人（－６） 

出生 ５人　死亡 13人 
転入 58人　転出 56人 

世帯 3,230世帯 

掲載を希望されない
方は、届け出の際に
お申し出下さい。

（４月末日までに、当町窓
口で受付した方で、住所を
有する方を掲載しました。）

�
�
�
�

吉
田　

敏
彦
さ
ん　
（
石
母
田
東

）

１８

関
本　
　

東
さ
ん　
（
板
橋
）

８１

斎
藤　
　

徹
さ
ん　

（
第
７
）

５９

佐
藤　

ち
よ
さ
ん　

（
第
２
）

８３

板
橋　

二
男
さ
ん　
（
並
柳
）

７４

菊
地　

貞
男
さ
ん　

（
宮
町
南

）

７２

佐
藤　

ミ
ツ
さ
ん　
（
貝
田
）

７７

村
上　
　

操
さ
ん　

（
第
９
）

８１

大
波
チ
ヨ
子
さ
ん　

（
第
９
）

８０

岡　
　

勝
男
さ
ん　

（
第
４
）

６０

∞　
　

お 
子 
さ 
ん　
　
  

保

護

者

佐
藤　

温
史
さ
ん

竹
内　

智
子
さ
ん

遠
藤　

和
彦
さ
ん

相
澤　

玲
子
さ
ん

　

江　

憲
司
さ
ん

高
木　

聡
子
さ
ん

藤
田
宮
前

〕
光
明
寺

〕
宮
町
北

〕

西
分
署
よ
り
―

　

林
野
火
災
、

そ
の
他
火
災
頻
発

　

こ
の
と
こ
ろ
、
焚
き
火

の
不
始
末
か
ら
、
枯
れ
草

等
に
燃
え
移
る
火
災
が
頻

発
し
て
お
り
ま
す
。

「
焚
き
火
、

　
　
　

火
入
れ
に
注
意
」

◇
対
策

①
枯
れ
草
な
ど
の
あ
る
火

災
の
起
こ
り
や
す
い
場

所
で
は
、
焚
き
火
を
し

な
い
こ
と
。

②
焚
き
火
の
場
所
を
離
れ

る
と
き
は
完
全
に
消
火

す
る
。

③
強
風
時
及
び
乾
燥
時
に

は
焚
き
火
、
火
入
れ
を

し
な
い
こ
と
。

④
火
入
れ
の
許
可
を
必
ず

受
け
る
こ
と
。

⑤
た
ば
こ
の
吸
殻
は
必
ず

消
す
と
と
も
に
投
げ
捨

て
し
な
い
こ
と
。

⑥
火
遊
び
し
な
い
こ
と
。

「
廃
棄
物
の
処
理
及
び

　

清
掃
に
関
す
る
法
律
」

　

平
成　

年
４
月
１
日
か

１３

ら
廃
棄
物
の
焼
却
は
、
例

外
を
除
き
禁
止
さ
れ
、
違

反
し
た
場
合
罰
則
の
対
象

と
な
り
ま
す
。

（
例　

外
）

①
凍
霜
害
防
止
の
た
め
の

稲
わ
ら
等
の
焼
却

②
農
林
業
を
営
む
た
め
止

む
を
得
な
い
も
の
と
し

て
行
な
わ
れ
る
稲
わ
ら

や
伐
採
し
た
枝
の
焼
却
。

③
焚
き
火
、
キ
ャ
ン
プ
フ

ァ
イ
ヤ
な
ど
を
行
な
う

際
の
廃
材
等
の
焼
却
な

ど
軽
微
な
も
の
。

◆
火
災
・
救
急
・
救
助
は

１
１
９
番

　

病
院
照
会
は
西
分
署

�
５
８
２
―
３
１
９
０
へ

　

自
動
車
税
及
び
軽
自
動

車
税
の
納
期
限
は
は
５
月

　

日
で
す
。
忘
れ
ず
に
各

３１金
融
機
関
で
納
め
て
下
さ

い
。

　

領
収
書
に
は
継
続
検
査

用
（
車
検
用
）
の
納
税
証

明
書
が
つ
い
て
い
ま
す
の

で
、
大
切
に
保
管
し
て
く

だ
さ
い
。
口
座
振
替
の
方

へ
は
後
日
お
送
り
し
ま
す
。

　

身
体
障
者
・
養
育
手
帳

等
を
お
持
ち
の
方
で
一
定

の
要
件
に
該
当
す
る
場
合

は
申
請
に
よ
り
減
免
さ
れ

ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
次

へ
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ

自
動
車
税
は
…
県
北
地
方

振
興
局
県
税
部

�
５
２
１
―
７
６
３
９

軽
自
動
車
税
は
…
役
場
税

務
課
課
税
グ
ル
ー
プ

�
５
８
５
―
２
７
７
８

自
動
車
税
・
軽
自
動
車
税

納
期
限
は
５
月　

日
３１

　国見町を始め県北地方１市１１町へ水の供給
を行っている、福島地方水道用水供給企業団で
は、「水道週間」にあわせて、次により施設を
公開します。 
　どうぞ、お気軽にお越し下さい。 

日　　　時　６月１日（火）～７日（月）の 
　　　　　　１週間　午前１０時～午後３時 
場　　　所　福島市飯坂町字沼ノ上地内 
　　　　　　「すりかみ浄水場」 
問い合わせ　福島地方水道用水供給企業団 
　　　　　　　　　　　　1541－4100

大
塚　
 
妃 
奈

   

ち
ゃ
ん　

ひ 

な

　
　

裕　

司
さ

ん

　
　

奈　

さ々
ん
（
駅　

前
）
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国見町教育委員会生涯学習課 
（観月台文化センター） 

�（585）2676　FAX（585）2707
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《５月》……………………………
２０日（木）　子ども移動図書館（森江野小）
２１日（金）　子ども移動図書館（藤田３年）
２２日（土）　少年仲間づくり教室（開講式）
２４日（月）　子ども移動図書館（藤田２年）
２７日（木）　阿津賀志学級（美容グループ）
２８日（金）　阿津賀志学級（春の研修旅行）
３０日（日）　子育て教室（ファミリー活動）
《６月》……………………………
２日（水）　阿津賀志学級（奉仕作業、交通安全教室）
　　　　　くにみ女性教室（ハーブで小物づくり）
３日（木）　阿津賀志学級（和紙工芸グループ）
４日（金）　成人学級（見学学習）
　　　　　阿津賀志学級（カラオケ教室）
７日（月）　休館日
９日（水）　くにみ女性教室（国見夢音頭グループ）
１０日（木）　阿津賀志学級（和紙工芸グループ）
１４日（月）　阿津賀志学級（カラオケ教室）
１６日（水）　くにみ女性教室（敬語の使い方）
１７日（木）　阿津賀志学級（和紙工芸グループ）
１８日（金）　子育て教室（端午の節句の会）
２３日（水）　阿津賀志学級（陶芸グループ）
　　　　　くにみ女性教室（書道グループ）
２４日（木）　阿津賀志学級（和紙工芸グループ）
２５日（金）　子育て教室（みんなお友達になろう）
２６日（土）　少年仲間づくり（高齢者とふれあう）
２８日（月）　阿津賀志学級（草花を育てよう）
３０日（水）　阿津賀志学級（陶芸グループ）
　　　　　くにみ女性教室（書道グループ）

行事のお知らせ行事のお知らせ
　

新
入
級
生
に
記
念
と
し
て
朝

顔
鉢
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ

は
、
朝
顔
鑑
賞
会
「
八
月
四
日

予
定
」
に
出
品
し
て
い
た
だ
く

も
の
で
す
。

　

五
月
現
在
、
百
五
十
余
名
の

学
級
生
は
、
大
い
に
元
気
は
つ

ら
つ
頑
張
っ
て
お
り
ま
す
。

は
、
生
涯
学
習
に
引
き
続
き
取

り
組
む
よ
う
祝
辞
を
い
た
だ
き
、

横
山
秀
秋
桑
折
警
察
署
長
か
ら

は
、
署
管
内
に
お
け
る
交
通
事

故
発
生
状
況
を
踏
ま
え
な
が
ら

助
言
と
祝
辞
を
頂
き
、
安
全
・

安
心
な
潤
い
の
あ
る
生
活
の
確

立
を
誓
い
合
い
ま
し
た
。

　

式
後
、記
念
講
演『「
老
化
」と

「
病
気
」』を
テ
ー
マ
に
公
立
藤

田
病
院
長
庄
司
光
男
先
生
か
ら

新
装
し
た
病
院
の
案
内
、
運
営

方
針
と
心
が
け
、
患
者
へ
の
お

願
い
等
や
生
活
に
直
面
し
た
医

療
の
時
事
問
題
、
ま
た
具
体
例

を
引
用
し
な
が
ら
老
化
と
病
気

に
つ
い
て
判
り
易
く
教
授
し
て

頂
き
、
大
変
有
意
義
で
し
た
。

　

五
月
十
一
日
、
観
月
台
文
化

セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
百
十
余

名
の
学
級
生
出
席
の
も
と
盛
大

に
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

式
は
、
安
藤
政
治
学
級
委
員

長
の
あ
い
さ
つ
、
冨
永
武
夫
町

長
よ
り
学
級
の
歴
史
を
紐
解
き

な
が
ら
伊
達
七
町
の
合
併
の
取

り
組
み
と
激
励
の
こ
と
ば
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

次
い
で
、
新
学
級
生
七
名
を

代
表
し
て
古
川
貞
子
さ
ん
に
町

長
か
ら
交
通
安
全
大
学
証
が
交

付
さ
れ
ま
し
た
。

　

佐
藤
忠
美
町
議
会
議
長
か
ら

と　き　平成１６年６月１２日（土）
　　　　午後１２時より受付
ところ　福島県文化センター　大ホール
　　　　入場無料　　
内　容　開　会　１３：００
　　　　オープニング
　　　　　　　　「夢まなびと開設宣言」
　　　　主催者あいさつ　
　　　　イントロダクション　夢まなびと記念講演
　　　　講師　国井雅比古氏　「プロジェクトＸから学ぶ生き抜く道標」
　　　　学びが生まれる瞬間
　　　　◆「ふくしま学習空間・夢まなびと」へのビデオメッセージ

出演　連携機関のみなさん
　　　　◆学びのパフォーマンス
　　　　　　県立いわき総合高校・芸術表現系列（演劇）生徒の

みなさんによる「まなび」をテーマにした創作劇
◆「ふくしま学習空間・夢まなびと」へ寄せる詩
　　谷川俊太郎氏　作

参加の方法　どなたでも参加できます。生涯学習課に５月２４日ま
で申し込みください。

県民カレッジ 
開設記念事業 

「ふくしま学習空間・ 
　　　　　夢まなびと」 
誕生セレモニー 

「ふくしま学習空間・ 
　　　　　夢まなびと」 
誕生セレモニー 

「ふくしま学習空間・ 
　　　　　夢まなびと」 
誕生セレモニー 

「ふくしま学習空間・ 
　　　　　夢まなびと」 

～きこえる。学びの鼓動！～ 

誕生セレモニー 

交通安全大学証を受ける新学級生代表

阿
津
賀
志
学
級
開
講
式
・

交
通
安
全
大
学
証
交
付
式
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参
加
者
募
集
 

参
加
者
募
集
 

町民ハイキング 

・日　時　６月２６日、７月３日 
　　　　　（いずれも土曜日） 
　　　　　午前９時３０分～１１時３０分 
・内　容　みんなで「長なわとび」と「ダブ

ルダッチ」に挑戦します 
　　　　　（スポーツシューズ、タオルを持

参してください） 
・場　所　観月台文化センター体育館 
・対　象　町内の小中学生（小学３年生から

中学３年生までの児童、生徒） 
・定　員　３０人程度 
・申込み　申込書は、各学校を通して配布し

ます。６月１７日まで担任の先生へ
提出してください。 

なわとび教室 
～今、なわとびが新しい。 
　ダブルダッチに挑戦～ 

・日　時　６月２７日（日）　午前８時４０分 
　　　　　観月台文化センター出発 
・場　所　福島市「信夫山」 
・対　象　国見町在住又は在勤の方 
・定　員　３０人 
・参加料　５００円 
・申込み　６月１日から１０日まで、生涯学習課へ。 
（電話での申込可。申込多数の場合は抽選） 

ウォーキング教室 
～正しいウォーキングで 
元気ハツラツ～ 

・日　時　６月２２日、２９日、７月６日 
　　　　　（いずれも火曜日） 
　　　　　午後７時～９時 
・内　容　ウォーキングの基本、実践等 
　　　　　（スポーツシューズ、タオル、
　　　　　筆記用具を持参してください） 
・場　所　観月台文化センター体育館 
・指導者　五十嵐　力先生 
・対　象　国見町在住又は在勤の方 
・定　員　３０人 
・申込み　６月１０日まで生涯学習課へ 
　　　　　　　　　（電話での申込可） 

～自然に親しみながらストレス解消～ 

問い合わせ●●●　生涯学習課 �（585）2676　 

《と　き》平成16年6月19日（土）　午前10時半～ 
　　　　【原作】サムイル・マルシャーク 
　　　　【出演】オペラシアター 

ロシアの壮大な森を舞台に繰り広げられる 
厳しくも温かい十二人の月の精たちの物語 

少年劇場オペラ 

「森は生きている」 

入場無料 

１、実施日と主な内容（時間はいずれも午後７時～９時）
第１回　６月２２日（火）　中国語の概要と
　　　　　　　　　　　やさしいあいさつ言葉
第２回　６月２４日（木）　わかりやすい文型の
　　　　　　　　　　　ポイントと数字
第３回　６月２９日（火）　簡単な自己紹介
第４回　７月１日（木）　日常会話、手紙の書き方、
　　　　　　　　　　　電話のかけ方
　その他に「伝統切り紙細工」「目の保健体操」「中国茶」など

２、講　　師　　何　敏（かびん）先生（町内在住）
　　　　　　　　（財）福島県国際交流協会　中国語相談員

３、経　　費　　１，６００円（テキスト代など）　

４、募集定員　　町内在住、在勤者　定員２０名

５、申し込み方法　　 
６月８日（火）まで生涯学習課に申し込みください。
電話での申し込みもできます。
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分譲　　　　は分譲済み 

58区画分譲中 58区画分譲中 

支払条件大幅緩和支払条件大幅緩和
●契約時に1割、残りは3年以内の分割納入
が可能に！ 
●借り入れによる一括支払の場合は3年間の
利子補給制度新設 
　（1千万円を限度に、2％について3年間利子補給） 

　
現
在
五
十
八
区
画
が
あ
り
、
先
着

順
に
要
望
区
画
が
選
択
で
き
ま
す
。

建
築
期
間
の
制
限
は
無
く
、
将
来
予

定
さ
れ
る
子
供
さ
ん
等
の
た
め
に
も

購
入
い
た
だ
け
ま
す
。
こ
の
機
会
に

是
非
現
地
を
ご
覧
下
さ
い
。 

　
詳
細
は
下
記
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。
現
地
案
内
も
随
時
行
っ
て

お
り
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
連
絡
く

だ
さ
い
。 

POINT 上・下水道完備 

POINT お求めやすい坪10.2万円から 

POINT 74坪～139坪のゆとりの立地 

POINT 段差のない車道と歩道 

恵まれた立地条件 国見IC藤田駅 まで数分 

POINT 憩いの緑地公園4カ所 

POINT

国見町企画財政課 
kikaku@town.kunimi.fukushima.jp

　
平
成
十
一
年
度
に
一
六
二
区
画
の
分
譲
開
始
以
来
、
毎
年
着
実
に
販
売

を
進
め
、
既
に
一
〇
四
区
画
を
分
譲
、
残
り
五
十
八
区
画
と
な
り
ま
し
た
。

厳
し
い
経
済
状
況
の
も
と
、
緩
や
か
な
が
ら
着
実
な
る
前
進
が
図
ら
れ
て

い
る
の
は
、
国
見
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
恵
ま
れ
た
環
境
と
安
心
に
よ
る
も
の

と
考
え
ら
れ
ま
す
。
既
に
八
十
世
帯
二
六
〇
人
を
超
え
る
方
々
が
移
住
さ

れ
、
半
数
以
上
が
国
見
に
移
り
住
ま
れ
た
方
で
、
定
住
化
構
想
も
前
進
し

て
お
り
ま
す
。「
国
見
町
が
国
土
交
通
省
の
補
助
の
も
と
、
し
っ
か
り
造
っ

た
も
の
だ
か
ら
、
安
心
さ
ら
に
格
安
」
こ
の
こ
と
を
大
切
に
、
既
に
入
居

さ
れ
て
い
る
方
を
は
じ
め
多
く
の
皆
様
に
信
頼
・
支
援
さ
れ
る
よ
う
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。 

着
実
な
る
前
進
　
安
心
確
実
の
分
譲
地

着
実
な
る
前
進
　
安
心
確
実
の
分
譲
地 

着
実
な
る
前
進
　
安
心
確
実
の
分
譲
地 

編
集 

発
行 

国
　
見
　
町 

〒
9
6
9
―
1
7
9
2 

福
島
県
伊
達
郡
国
見
町
大
字 

藤
田
字
一
丁
田
二 

2
の
1
 

T
E
L
0
2
4
―

5
8
5
―

2
1
1
1
 

F
A
X
0
2
4
―

5
8
5
―

2
1
8
1
 

E-m
ail som

u@
tow
n.kunim

i.fukushim
a.jp 

U
RL w

w
w
.tow

n.kunim
i.fukushim

a.jp/

こ
の
印
刷
物
は
、
古
紙
配
合
率
1
0
0
％
再
生
紙
及
び
 

「
大
豆
油
イ
ン
キ
」を
使
用
し
て
印
刷
し
た
も
の
で
す
。
 

藤　

田　

小　

学　

校

�「海の中」
　　６年　村上　　綾

「定規‐アリの世界‐」�
　６年　大掛倫太郎

�「私のホネ見つけ！！」
　　６年　佐藤　千波

「クジラの休日」�
　６年　東海林磨那美


